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＜連絡事項＞
・H30年度の医療福祉学会開催のお知らせが掲示されています。各自確認お願いします。

・ここ数日の病棟内雨降りは落ち着いて良くなってきています。これから次第に梅雨の季節に入っていきます。降雨時は病棟内の確認をしていきましょう。

・5/24ファミリークリニック小倉Dr来院されます。
北病棟は成田富士子患者様が診察対応となります。診察は東病棟診察室で行います。診察対応した方は、小倉医師の勤務時間と診察時間を確認して下さい。
また、受け持ちスタッフは、
看護課共有→小倉Dr原Dr　フォルダ内にあるFAX送信ファイルに近況の入力をお願いします。
　
・各委員会で欠席する時は、確実に届け出を出すようにしてください。
　
・夜間、患者様のことで指示を仰ぐ時に当直医に連絡せず、主治医に連絡をしたということがあったとのことでした。そのような時は、必ず当直医に報告して下さい。

・西病棟の酒田 朋紀様のアルコールプログラムは、基本的に北病棟で担当となります。
14時に西病棟へ行き、実施してください。当日勤務や業務などで出来ない時は、モーンニ
ングミーティング時に西病棟リーダーと打ち合わせしてください。

＜患者様連絡事項＞
・松谷　和也様～運転免許は無事に更新して来ています。6月に治験のため、西病棟へ移動予定。決まり次第連絡とします。

・畠山　文男様～野球観戦のため本日外出されています。

・三浦　久司様～喉の痛みあり、PL2日分、本日の昼より開始となります。

・畠山　文男様～B型就労施設「三本の木」の情報提供の件
SWに留目氏へ確認して頂くよう依頼しています。受け持ちスタッフはその後の確認をよろしくお願いします。

[bookmark: _GoBack]・浅坂　政美様～5/25の訪問看護指示を主治医へ依頼しています。

・北病棟各患者様の障害年金について
期限が切れた方がみられています。SW北田さんへ各患者様の確認依頼をしています。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～昨日一時的に解熱していましたが、再び38.5℃の発熱あり、本日の朝ロキソプロフェンNa内服しています。状況を田名部Drへ報告、セフジトレン処方となり本日の朝から内服となっています。昼には37℃に解熱され、16:50には35.9℃となっています。PLはこのまま飲み切り終了、再び発熱時にはIFオーダーのロキソプロフェンNaを使用していくこととなっています。

・巴　勇樹様～作業では、居眠りしながらもパズルを行っています。本日は煙草の自己管理を強く訴えています。スタッフ間で検討し、煙草は起床時3本、昼食後3本と2回に分けて様子を見ていく事としていきます。本人の管理状況を受け持ちスタッフで評価し今後の管理方法を検討していきます。

・五日市　規様～昨日入浴済ませています。洗濯の声かけや床屋の声かけもしていきましょう。入院費の支払い未納になっているため、受け持ちスタッフは支払いの段取りを組んでいきましょう。

・原　吉郎様～夜3時頃起き出し、ソーセージを食べ飲水後吐き出しているという事がありました。本日は切迫した様子はなく落ち着いています。引き続き、精神症状の観察、睡眠状況も観察していきましょう。

・吉島　千寿子様～本日もプログラム・作業は休まれています。ソーシャルワーカーに話がある、ここの病院はダメだ、北は自己管理が出来ると聞いていたのにと攻撃的となられています。レストランから帰る際、職員階段を通るルートをたどっていくことがありました。十分に観察と所在確認をするようにしていきましょう。また、本日入院費支払い、日用品購入のためスタッフ付き添い引き落としに行っています。青い森信用金庫で、通帳で管理しており、カードでないため他銀行ATMの使用が出来ません。尻内橋を越えてみなとやのところにあります。外出中は笑顔見られていました。

・成田　富士子様～本日朝に、朝食摂取、インスリン実施の拒否をすることがありました。「普段通りにやっている事を、みんなの前で大きな声で注意されて…」「道理が通らなくて…、それでもう…」等話されています。他患者様とのトラブルではなく、スタッフ対応時の事を話されていました。本人の病状もありますが、スタッフの患者様へのかかわり方も重要です。患者様へのかかわり方を各自意識していきましょう。

＜今年度の看護研究について＞
・長期入院されている患者様は、入院の生活に慣れ社会生活における自活能力が低下していたり、院外のことに対して消極的となっているなどの問題が個々の程度にはよりますが挙げられます。社会に適応していくための体験として、映画鑑賞、バス・電車の使用の仕方、八戸の各スーパー・デパート・各駅の見学、等々、文化や社会の流れに触れて頂く事を予定しています。6月より進めていきますが、スタッフの皆さんから、こういった体験も患者様にとって必要なのでは、と思うことがあれば、メールでも口頭でも良いので川守田・松橋までお知らせください。ご協力よろしくお願いします。
